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全
国
知
事
会
事
務
局
と
懇

談
を
行
い
ま
し
た

　

二
〇
二
三
年
九
月
六
日
、
全
国
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
全
国
連
協
）

は
、
全
国
知
事
会
事
務
局
と
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。

　

全
国
知
事
会
は
、
同
年
七
月
二
五
日

に
「
子
ど
も
・
子
育
て
政
策
推
進
本
部
」

を
設
置
し
、「
子
ど
も
・
子
育
て
に
や

さ
し
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
提
言
」

（
以
下
「
提
言
」）
を
発
表
し
ま
し
た
。「
子

ど
も
・
子
育
て
政
策
推
進
本
部
」
は
、
全

四
七
都
道
府
県
の
知
事
で
構
成
さ
れ
た

組
織
で
、
滋
賀
県
知
事
を
本
部
長
、
茨

城
県
知
事
を
副
本
部
長
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
提
言
」
は
、「
１
．
実
効
性
あ
る
取

組
の
展
開
に
つ
い
て
」「
２
．
子
ど
も
・

子
育
て
予
算
の
倍
増
と
財
源
の
安
定
確

保
に
つ
い
て
」「
３
．
子
ど
も
・
子
育
て

政
策
の
強
化
に
つ
い
て
」
と
い
う
構
成

に
な
っ
て
お
り
、
学
童
保
育
に
つ
い
て

は
以
下
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
出
会
い
か
ら
子
育
て
ま
で
の
ラ
イ 

　
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
経
済
的
支
援 

　
の
強
化
等

③
子
育
て
期

・   

就
労
や
障
害
の
有
無
、
所
得
等
に
関

係
な
く
、誰
も
が
良
質
な
保
育
等
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
幼
児
教
育
・

保
育
の
完
全
無
償
化
を
早
期
に
実
現

す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
料
に
つ
い
て
無
償
化
を
含

む
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と

（
４
）
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
を
対
象
と 

　
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
教
育
の
機 

　
会
の
確
保
・
質
の
向
上
等

③ 

乳
幼
児
期
に
お
け
る
教
育
・
保
育
の

充
実
等

・   

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
待

機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
た
め
、
国

　

こ
の
間
、
市
町
村
に
よ
る
減
免
や
補

助
な
ど
の
軽
減
措
置
の
制
度
も
拡
充
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
が
減
免
制
度
を

設
け
て
い
な
い
こ
と
が
、
経
済
的
な
困

難
を
抱
え
た
家
庭
が
学
童
保
育
へ
の
入

所
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
要
因
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
連
協
で
は
こ
れ
ま
で
も
厚
生
労

働
省
に
向
け
て
、「
全
国
的
な
一
定
水
準

の
質
の
確
保
」
を
大
前
提
に
、「
必
要
な

運
営
費
を
増
額
す
る
こ
と
で
保
護
者
負

担
も
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
運
営
費
の

二
分
の
一
を
保
護
者
負
担
と
す
る
考
え

方
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
」「
市
町
村
が
、

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
経
済
的
に
厳
し

い
家
庭
へ
の
保
育
料
の
減
免
な
ど
を
行

え
る
よ
う
、
市
町
村
の
行
う
減
免
に
対

し
て
補
助
を
行
う
な
ど
、
国
と
し
て
の

制
度
を
創
設
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ

て
、『
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
』
お
よ
び
『
子
供
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
大
綱
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
『
特

別
な
配
慮
』
が
実
行
で
き
る
制
度
や
仕

組
み
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
く
り
返

し
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

協
議
会
だ
よ
り

の
責
任
に
お
い
て
施
設
整
備
や
人
員

確
保
に
資
す
る
安
定
的
な
財
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
確
保
に
向
け
た
処
遇
改
善
の

補
助
の
拡
充
や
補
助
要
件
の
緩
和
な

ど
対
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と

　

九
月
六
日
の
懇
談
当
日
は
、
全
国
連

協
が
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
環
境
課
に
六

月
二
二
日
に
提
出
し
た
要
望
書
、
内
閣

府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
と
こ
ど
も
家

庭
庁
成
育
環
境
課
に
八
月
二
二
日
に
提

出
し
た
緊
急
申
入
書
、
冊
子
『
学
童
保

育
情
報2022-2023

』『
改
訂
・
テ
キ
ス

ト
学
童
保
育
指
導
員
の
仕
事
【
増
補
版
】』

『
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
「
学
童
保
育

士
」
養
成
課
程
の
設
置
に
つ
い
て
』
な

ど
を
持
参
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
二
〇
二
二
年
の
実
施

状
況
調
査
に
よ
れ
ば
、
保
護
者
か
ら
利

用
料
を
徴
収
し
て
い
る
学
童
保
育
は
、

全
体
の
九
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
利
用

料
の
月
額
は
、
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す

が
、
一
万
円
未
満
が
全
体
の
八
割
を
占

め
ま
す
。
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こ
の
た
び
発
表
さ
れ
た「
提
言
」に
は
、

「（
放
課
後
児
童
支
援
員
の
確
保
に
向
け

た
）
補
助
要
件
の
緩
和
」
な
ど
の
文
言

も
含
ま
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
な
に
を

指
す
の
か
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
か
ら
、

日
常
的
に
や
り
と
り
を
し
て
い
る
担
当

課
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
知
事
へ
「
学

童
保
育
拡
充
」
の
要
望
を
届
け
、
全
国

知
事
会
か
ら
の
国
へ
の
要
望
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
担
当
課
を
通
じ
て
、

市
町
村
長
に
も
要
望
を
届
け
、
全
国
市

長
会
、
全
国
町
村
会
か
ら
の
国
へ
の
要

望
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
全

国
連
協
か
ら
も
ひ
き
つ
づ
き
、
各
組
織

に
働
き
か
け
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
庁
・
文
科
省

連
名
通
知
「
学
校
施
設
の

活
用
等
に
つ
い
て
」

　

二
〇
二
三
年
八
月
三
一
日
付
で
、
こ

ど
も
家
庭
庁
成
育
局
成
育
環
境
課
長
、

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学

習
推
進
課
長
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房

文
教
施
設
企
画
・
防
災
部
施
設
助
成
課

長
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
初

等
中
等
教
育
企
画
課
長
連
名
の
通
知
、

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解

消
等
に
向
け
た
学
校
施
設
の
活
用
等
に

つ
い
て
」（
以
下
「
通
知
」）
が
発
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
〇
二
三
年
度
は
「
新
・
放
課
後
子

ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
の
最
終
年
度
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
連
協
が
こ
れ
ま

で
こ
ど
も
家
庭
庁
と
懇
談
を
し
た
な

か
で
は
、
今
年
度
の
早
い
時
期
か
ら
、

「『
二
〇
二
三
年
度
末
ま
で
に
一
五
二
万

人
分
を
整
備
す
る
』
と
し
た
目
標
が
達

成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
に
ふ
れ
た
発

言
が
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
影
響
か
、
国
が
実
施
し
、

例
年
は
年
末
に
発
表
し
て
い
る
学
童
保

育
の
実
施
状
況
調
査
も
、
六
月
二
八
日

の
時
点
で
速
報
値
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
七
月
二
八
日
に
は
「
放
課

後
児
童
対
策
に
関
す
る
二
省
庁
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
通
知
」
で
は
、「
１
．
学
校
施
設
等

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
」
と
し
て
、「
余

裕
教
室
の
活
用
が
見
込
め
な
い
場
合
に

は
、
学
校
施
設
の
一
時
的
な
利
用
（
タ

イ
ム
シ
ェ
ア
）
を
中
心
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
」
が
示
さ
れ
て
い
て
、

別
添
の
参
考
資
料
に
は
「
学
校
施
設
の

一
時
利
用
（
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
）
に
よ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
例
」
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
通
知
」
で
は
、「
学
校
施
設
の
一
時

的
な
利
用
（
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
）
を
促
進

す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
て

お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
事
項

を
別
紙
に
て
新
た
に
示
し
て
い
る
の
で
、

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
こ
と
」「
な
お
、

こ
れ
ら
の
取
決
め
や
ひ
な
形
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
局
間
・
関
係
者
間
で
の
取

組
の
一
助
と
な
る
よ
う
参
考
と
し
て
示

す
も
の
で
あ
り
、
協
定
書
等
の
締
結
を

必
須
化
し
た
り
、
既
存
の
取
決
め
を
変

更
し
た
り
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
は

な
い
。
教
育
委
員
会
・
福
祉
部
局
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
学
校
等
が
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
最
も
適
し
た
形

で
活
用
さ
れ
た
い
こ
と
」
と
の
考
え
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

社
会
の
関
心
は
「
待
機
児
童
解
消
」

に
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
一
時
的
に
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
だ
け
の
対
応
に
と

ど
ま
っ
て
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
の
連
続
性
が
保
障
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
子
ど
も
集
団
の
規
模
の
上
限
を
超

え
て
大
規
模
化
し
た
学
童
保
育
で
の
生

活
は
、
子
ど
も
た
ち
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

子
ど
も
が
必
要
と
す
る
期
間
、
負
担

に
思
う
こ
と
な
く
学
童
保
育
に
通
い
つ

づ
け
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
子
ど
も
同
士
や
指
導
員
と
の
関

係
を
築
け
る
環
境
が
不
可
欠
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
子
ど
も
集
団
の
規
模

の
上
限
を
守
り
な
が
ら
、
必
要
な
数
だ

け
学
童
保
育
を
増
や
す
こ
と
」「
支
援
の

単
位
ご
と
に
、
子
ど
も
の
所
属
を
明
確

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
施
設
を
整
備

し
、
二
人
以
上
の
適
切
な
指
導
員
数
を
、

少
な
く
と
も
一
年
間
は
固
定
し
て
配
置

す
る
こ
と
」
を
確
実
に
行
い
、
同
時
に
、

保
育
内
容
の
充
実
と
指
導
員
の
力
量
を

高
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
す
。


